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国際園芸博覧会 2016 トルコ・アンタルヤ

第１章　博覧会概要



- 44 -

１．開催概要

 正式名称  International Horticultural Exposition: Expo 2016 Antalya

    国際園芸博覧会 2016 トルコ・アンタルヤ

 開催期間  平成 28年 4月 23日（土）～ 10月 30日（日）

    約 6 ヶ月間（191 日間）

 開催場所  トルコ共和国アンタルヤ県　県都アンタルヤ

 開催規模  入場者数：450 万人（主催者発表）

 参加国  　 トルコのほか 54ヶ国・地域

 会場規模  112ha

 テーマ   （メインテーマ ）

    Flowers and Children

    花と子供達 ‒ 将来世代のための緑豊かな暮らしを拓く ‒ 

    （サブテーマ）

    歴史、生物多様性、持続可能性、グリーンシティ

第１章　博覧会概要
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２．会場図

　日本国政府出展として、農林水産省が実施する「屋内展示」をインドアガーデンエリアに、

国土交通省が実施する「日本庭園（屋外展示）」をインターナショナルガーデンエリアに出展した。

（主催者資料より）

　マスコットは、エジェとエフェ (Ece & Efe) というトル

コ人のこどもです。エジェとエフェはアンタルヤ地方の

伝統的な遊牧民の衣装にインスピレーションを受けたコ

スチュームを身にまとっています。

　彼らのコスチュームには博覧会のシンボルである花「ピ

オニー」があしらわれ、国際園芸博覧会 2016 トルコ・

アンタルヤで重要視する環境へのやさしさを表現してい

ます。

マスコットキャラクター

インドアガーデン

インターナショナルガーデン

屋内展示

日本庭園 (屋外展示 )

コングレスセンター
メインエントランス

西エントランス EXPOタワー

屋外小円形劇場

第１章　博覧会概要

グリーティングするマスコットキャラクターたち EXPOタワーから見た博覧会会場
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３．各国・地域の出展

　金賞、銀賞を受賞した各国・地域の展示については下記の通り。

インドアガーデン（屋内展示）

インターナショナルガーデン（屋外展示）

中国庭園

韓国庭園

ドイツ庭園

シンガポール日本

第１章　博覧会概要

アゼルバイジャン庭園
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ネパール庭園

イタリア庭園

オランダ庭園

カタール庭園

ハンガリー庭園

第１章　博覧会概要
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４．ナショナルデー

　ナショナルデーは、記念式典を行う日として、公式参加国・地域に対し、開催期間中にそれぞ

れ１日設定される。日本に対して設定されるナショナルデーを「ジャパンデー」と呼び、９月７

日に実施された。

ナショナルデー基本プログラム
１．ご来場おもてなし（ＶＩＰ棟）

２．サインブックに記帳（ＶＩＰ棟）

３．公式式典（屋外小円形劇場）

　　・国旗掲揚

　　・公式参加国・地域代表挨拶

　　・トルコ政府代表歓迎挨拶

　　・参加国による文化プログラムの披露

４．会場内視察案内

【ナショナルデー開催一覧】

1 韓国 4月28日

2 エチオピア 5月1日

3 オランダ 5月12日

4 パレスチナ 5月15日

5 中国 5月27日

6 スリランカ 5月29日

7 アゼルバイジャン 6月1日

8 ソマリア 8月6日

9 コンゴ民主共和国 8月30日

10 カザフスタン 9月3日

11 エリトリア 9月5日

12 日本 9月7日

13 タイ 9月10日

14 メキシコ 9月16日

15 イタリア 9月28日

16 カタール 10月2日

17 セルビア 10月6日

18 モーリタニア 10月11日

19 ドイツ 10月16日

20 セネガル 10月19日

21 ミャンマー 10月20日

22 コソボ 10月21日

23 ハンガリー 10月24日

24 ジンバブエ 10月25日

25 コモロ 10月26日

26 マダガスカル 10月28日

ナショナルデーには各国国旗デザインで演出

第１章　博覧会概要
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日本国政府出展屋内展示

第２章　出展計画
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１．基本方針

１-１．はじめに
　花き産業は、農地や農業の担い手の確保を図

る上で重要な地位を占めているとともに、花き

に関する伝統と文化は、国民の生活に深く浸透

し、国民の心豊かな生活の実現に重要な役割を

担っている。

　他方、我が国の花き産業は、近年の国内市場

における花き消費の伸び悩み、大量生産され

た安価な輸入切り花の増加、燃油価格の高騰と

いった様々な課題を抱えており、今後の花き産

業の振興に向けては、国際競争力の強化が緊要

な課題となっているところである。

　このような状況の中、平成 26 年 12 月に、

花き産業と花きの文化の振興を目的とする「花

きの振興に関する法律」（平成 26 年法律第

102 号）が施行された。法律では、我が国花

き産業の国際競争力の強化の観点から、生産者

の経営の安定や加工及び流通の高度化、研究開

発の推進、花きの文化の振興等に加え、輸出の

促進や博覧会への参加が謳われている。また、

2013 年に農林水産省が策定した「花きの輸出

戦略」においては、2020 年に花き輸出額を

150 億円とする目標を立てている。

　平成 28 年４月から 10 月にかけてトルコ共

和国（以下「トルコ」という。）で開催される

2016 年アンタルヤ国際園芸博覧会（以下「本

博覧会」という。）への我が国の政府出展は、

我が国の多様で高品質な花きや豊かな花きの文

化について、トルコを含む中東地域をはじめ世

界に向けて発信し、国産花き及び花きの文化の

輸出拡大、さらには我が国花き産業の振興に繋

げていく観点から非常に有意義なものとなるこ

とが期待される。このため、農林水産省は、花

き関係団体や関係省庁等と連携し、本博覧会に

おいて以下のとおり屋内展示を行うこととす

る。

１- ２．本博覧会の概要
　本博覧会は、平成 28 年４月 23 日から 10

月 30 日までの間、トルコ南西部アンタルヤ県

の県都アンタルヤにおいて、「花と子供達　－

将来世代のための緑豊かな暮らしを拓く－」（仮

訳）をテーマに開催される、中東地域で初の国

際博覧会条約に基づく国際園芸博覧会であり、

開催主体である 2016 年アンタルヤ博覧会機

構は、100 ヶ国及び 30機関の参加と、約 600

万人の来場者を得ることを目標としている。

　我が国の屋内展示は、約 110 ヘクタールの

会場内にある屋内展示会場に、約 250㎡の規

模で、我が国の多様で高品質な花きや、花きの

文化の展示・紹介を行うものである。

１- ３．出展の基本的考え方
（１）目指すべき方向

　本博覧会への政府出展が、トルコを含む中東

地域をはじめ世界に向けての花きや花きの文化

の輸出拡大等、我が国の花き産業及び花きの文

化の振興に繋がることを目指す。

（２）具体的方策

①多様で高品質な国産花きの海外へのアピールとして

　我が国は高い水準を誇る園芸文化・技術を古

より現代に至るまで連綿と受け継ぐ世界屈指

の園芸大国であり、我が国の多様で高品質な花

きは、2012 年にオランダで開催されたフェン

ロー国際園芸博覧会（フロリアード 2012）に

おいて多くの賞を受賞するなど、国際的にも極

めて高い評価を得ている。近年国内市場におけ

る花き消費が伸び悩む中、アジア新興国やヨー

ロッパ諸国、米国向けを中心に、花きの輸出は

増加傾向にある。

　また、前述のとおり、「花きの振興に関する

法律」においても、我が国花き産業の振興の観

点から、国産花きの更なる輸出の拡大が求めら

れている。

第２章　出展計画
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　このため、本博覧会への政府出展を契機に、

トルコのみならず中東地域をはじめ欧州や中央

アジア地域に向けた国産花きの輸出拡大に繋が

るよう、輸出が見込める多様で高品質な花きに

ついて発信を行うこととする。

② 世界に誇る豊かな花きの文化の発信に向けて

　我が国は四方を海に囲まれ、北東から南西に

かけ細長く伸びた弧状列島で構成されており、

明確な四季と豊かな国土に恵まれながら、長い

歴史の中で、簡素を尊ぶ繊細な感受性と独特の

美意識や創造性を養い、独特の自然観と豊かな

文化を築き上げてきた。生け花や盆栽、門松、

花見等、我が国が世界に誇る豊かな花きの文化

はその代表例であり、日本人は古より四季折々

の花や緑と共生し、これらにまつわる行事や習

慣を共有し合うことで、互いの絆を育んできた。

　また、「花きの振興に関する法律」においても、

花きの文化の振興を図ることとされている。

　こうしたことから、博覧会における展示に当

たっては、国産花きのみならず、我が国が世界

に誇る豊かな花きの文化についても発信し、総

合的な花きのジャパン・ブランドを確立してい

くことが重要である。

　さらに、東日本大震災の被災地で生産された

花きの展示や現地での花育の様子などを伝える

ことにより、被災地の復興への理解と支援を国

内外で得るとともに、支援に対する感謝を世界

に示す機会とする。

１- ４．出展テーマ
　具体的な出展テーマは、本博覧会政府出展屋

内展示基本計画の策定までの作業の中で設定す

ることとし、本基本方針では、出展テーマの設

定に向けた方向性について示すこととする。

（１） 出展テーマの設定に向けた方向性

　政府屋内展示を行うに当たっては、我が国と

しての出展テーマを設定し、開催主体及び来

場者に対して明確なメッセージを示す必要があ

る。この出展テーマは、本博覧会の全体テーマ

「花と子供達　－将来世代のための緑豊かな暮

らしを拓く－」との整合性を図りつつ、我が国

の花き産業・花きの文化を象徴するものとする

ことが必要である。

① 博覧会テーマとの整合性

　開催主体作成の博覧会特別規則案及びテー

マ・ガイドライン案によれば、「花」は将来世

代（子供達）に引き継ぎたい緑豊かな暮らしの

象徴であり、全体テーマのほか、全体テーマを

解釈し具現化するためのガイドとして「歴史」、

「生物多様性」、「持続性」、「緑の都市」の４つ

のサブテーマが設定されている。参加国は、全

体テーマ及びサブテーマを自由な観点から発展

させることも、一つのサブテーマを掘り下げる

ことも、複数のサブテーマからヒントを得て全

体テーマの新たな解釈を示すこともできるとさ

れている。

② 我が国の花き産業・文化を象徴

　我が国としては、上記① の整合性に留意し

つつ、前節の「出展の基本的考え方」を踏まえ、

我が国花き産業及び花きの文化の振興に資する

とともに、博覧会来場者が我が国の出展スペー

スに足を運びたくなるような訴求力の高い出展

テーマを設定することとする。

（２） 出展テーマ設定の例（これらは例示であ

り、出展テーマの設定を誘導・制限するもので

はない。)

－花きの改良の歴史等を通じて生物多様性の重

要さと我が国で育成された品種の多様性を訴え

るテーマ設定とする。

－子供を対象にした、花や緑に親しみ、情操を

育む「花育」の概念や活動をアピールするテー

マ設定とする。

－日本の四季を感じさせ、我が国の切り花（生

け花）や植木の良さをアピールできるテーマ設

第２章　出展計画
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定とする。

－我が国の花きの文化や他の伝統文化と花の関

わりを外国人にもわかり易く提示するテーマ設

定とする。

１- ５． 展示・催事等の内容と方法

（１）展示
① 　「花と子供達」という本博覧会のテーマ、

屋内という条件、250㎡という規模の制約、６ヶ

月という長期にわたる会期等を踏まえ、明確な

テーマとメッセージやストーリー性のもと、来

場者の記憶に残る簡素でシンボリックな展示を

行う。

②　花き等園芸産品の現物展示のほか、写真、

映像等の様々な媒体を活用し、視覚（画像）、

聴覚（音声）、嗅覚（香り）、味覚（味）、触覚（さ

わりごこち）など、五感を刺激し「発見」「体験」

により来場者を楽しませる工夫を行う。

③　花きと花きの文化についての展示を行う際

には、着物や焼き物、観賞魚等花き以外の我が

国特有の文化も海外で高い評価を得ていること

から、トルコ人の我が国への関心の持ち方にも

留意しつつ、花きとこれらを関連づけた演出も

活用する。

④ 　花きの素材の展示と併せて、花の生け方

等我が国の花きの活用方法に対する理解が深ま

るよう工夫する。また、最近研究が進んでいる

花の持つ癒やし効果などの効用についてもア

ピールする。

⑤　展示品目の選択に当たっては、和風という

意味での日本らしさや、我が国の育種・生産技

術の高さをアピールできる品目、トルコでの生

産が少なく輸入が見込まれる品目等に着目し、

それらの特徴が活かせる展示方法を工夫する。

また、我が国で育成された品種であれば、出展

の目的を明確にした上で、国外で生産されたも

のも活用する。

⑥　一つの展示が来場者を魅了するだけでな

く、我が国政府出展全体のテーマと個々の展示

とのつながりを確保する。このため、統括官（総

合プロデューサー）をおく。

⑦　展示物の日常の管理及び賓客への接遇等を

円滑かつ適切に行うため、花きの知識を有する

専門スタッフ等適切な人員を展示会場に配置す

る。

⑧　来場者への展示の紹介や案内、海外花き関

係者への説明等政府出展の総合窓口となるイン

フォメーションカウンターを設け、来場者に対

する様々な情報提供やサービスを実施する。

⑨　展示にあたっては不特定多数の来場者が訪
れることを踏まえ、展示品等にかかる知的財産

が保護されるよう十分配慮する。

⑩　会期が夏季と重なることから十分な暑さ対

策を講じる。なお、屋内展示場の物理的及び運

営上の条件が許せば、グリーンカーテンを設置

するなど柔軟な対応を検討する。

⑪　地方公共団体や花き等園芸関係団体、民間

企業等の企画展示については、政府出展のテー

マとの整合性や他の展示とのつながりを考慮し

つつ、それぞれの団体や地域の特色（花き以外

の地域特産の園芸作物を含む）を活かせる展示

とする。

（２） 商業的活動

①　開会期間中に、我が国の花き業界とトルコ

を含む地中海・中東地域の花き業界との関係強

化とビジネスの拡大を目的とする意見交換会を

開催する。

②　必要に応じ、本博覧会規則で認められてい

る商業スペース（特別規則案では屋内面積の２

割以内）を確保し、物販を含め出展者等が有効

に活用できるようにする。

③ インフォメーションカウンター等で収集し

た現地バイヤー等関係者の情報を取りまとめて

出展者にフィードバックする。

第２章　出展計画
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（３） 催事

　催事の実施を通じ、来場者等に広く日本の伝

統的な花き等の文化を紹介し、トルコをはじめ

中東・欧州地域から来る者を中心とする来場者

のために、日本文化への理解を深めるとともに

日本文化を楽しんでもらえるプログラムを実施

する。

① 開会式、閉会式、ジャパンデーの実施

　本博覧会の開幕及び閉幕に併せ、開会式及び

閉会式を開催する。また、ジャパンデー（ウィー

ク）に併せ催事を実施する。その際は、生け花、

茶道、祭り、踊り、折り紙等の日本の花きを含

む文化の実演や体験等による紹介、会場を盛り

上げる演奏、演出等を実施し、来場者を楽しま

せる様々な工夫をする。

　大型催事の日程は、日本及びトルコの休暇

シーズンや国産花きの供給可能量、歴史的記念

日等に配慮し、効果的な時期に設定する。

② その他催事の実施

　生け花や茶道、フラワーデザイン、折り紙等

の日本の花きを含む文化の実演や体験による紹

介等を実施し、展示効果を高める。

　花育に関する展示・催事については、菖蒲の

節句、七夕など花きと子供に関係した季節行事

に配慮する。

　ワークショップの実施に当たっては、会場内

での位置取りを工夫することや来場者が参加し

やすい日程にするなど効果的な実施に努める。

③ 現地関係団体との連携

　実施に当たっては、在トルコ日本人の関係団

体や現地トルコ人の関係団体等と連携し、ボラ

ンティアなどの協力を求める。

1- ６．広報、啓発活動
（１）国内向け

　開会前は、インターネットや園芸雑誌等を通

じ、本博覧会への積極的な出展、出品を促すべ

く、広く周知を図る。

　会期中は、日本展示の様子や品種コンテスト

の結果等について国内向けの広報を積極的に実

施し、日本産花き等園芸品に対する認知度や関

心を高める。このため、現地での話題等のトピッ

クス、催事、品種コンテストの結果等を整理し

て、花き関係の新聞や雑誌等マスメディアへの

投げ込み、来場するマスメディアを対象とする

案内やブリーフィング等を積極的に実施する。

なお、地方からの出展者を考慮し、その地方の

テレビ局や新聞等マスメディアへの情報提供に

ついても配慮する。

また、ブログやＳＮＳなど双方向のメディアを

用い、会期終了後もコンテスト受賞作品の情報

提供等に努める。

さらに、関係業界の協力を仰ぐなど、効果的な

広報の実施に努める。

（２）海外向け

　日本の展示会場に多くの来場者を呼び込むた

め、日本の展示の内容等を英文ＨＰで紹介する

とともに、地中海・中東地域等海外の雑誌、新

聞への掲載等を実施する。

　また、現地での話題等のトピックス、催事、

品種コンテストの結果等を整理し、花き等園芸

関係の新聞や雑誌等マスメディアへの投げ込

み、来場するマスメディアを対象とする案内や

ブリーフィング等を積極的に実施する。

１- ７．花き業界の活性化
　中東地域で初の国際博覧会条約に基づく国際

園芸博覧会であるという貴重な機会を利用し、

花きの育種、生産、流通、販売、文化等の各方

面から企画展示への参加、品種コンテストへの

出品や催事への参加・協力、専門スタッフの派

遣等様々な形での参加を促し、花き業界の活性

化を推進する。
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２．基本計画（抜粋・要約）

２- １．博覧会概要及び背景（省略）

２- ２．基本方針

　事業の目的及び趣旨との整合性
出展目的：本博覧会への政府出展が、トルコを

含む中東地域をはじめ世界に向けての花きや花

きの文化の輸出拡大等、我が国の花き産業及び

花きの文化の振興に繋がることを目指す。

① 輸出促進と花き業界の振興

・日本の高品質な花きを紹介し、また国際コン

テストで高得点をねらうことで輸出促進へつな

げる。

・国際競争力を持つ生産者を増やし、業界の活

性化につなげる。

・適正なコールドチェーン輸送の確立を目指し、

将来的な中東地域等への輸出拡大の試金石とす

る。

・国際競争力を高めるために、花き業界から人

材を起用し、海外消費者のマーケティングや世

界の業界関係者との人脈形成を行う。

・日本国内へ世界評価をフィードバックするこ

とで国内需要の拡大へつなげる。

②伝統ある花き文化の紹介、未来への花き文化

の提案

・博覧会のテーマを踏まえ、江戸時代から継承

される日本人の伝統ある花き文化を展示で紹介

し、日本花きのファンを拡大する。

・日本人の自然観をもとに、未来へつながる新

しい花き文化を、展示や催事により提案する。

・花育ワークショップを通じ、日本での花育を

通じた将来の花き消費拡大の取り組みをトルコ

や中東地域等に紹介し、国際交流を行う。

・ワークショップは花育のアドバイザー研修を

受けた専門スタッフにより実施する。

③ 日本とトルコの交流紹介と災害復興支援へ

の感謝

・和歌山県串本町の協力を仰ぎ、「エルトゥー

ルル号遭難事故」に関する展示紹介を通じて、

トルコと日本の絆について紹介する。

・1985 年のトルコ航空機邦人救出、2011 年

の東日本大震災におけるトルコの救援部隊の活

躍等、トルコの救援活動に対しての感謝を表現

する展示を行う。

２- ３．テーマ

　出展テーマの設定について
Flowers and Children ～花と子供達 - 将来世

代のための緑豊かな暮らしを拓く～という、

アンタルヤ博覧会全体の開催テーマを受け、

EXPO90国際花と緑の博覧会の理念を継承した

上で、日本国政府出展屋内展示のテーマを設定

した。

　大阪花博の基本理念の中にある一節、「世界

の多くの国々において、都市化は歴史的規模で

進展しつつある。高密度の人口集中地域に住

み、その中で生涯をおくる人間の急増は、都市

の内部に花と緑のふるさとを創造する必要を高

めている。」にあるように、近年世界的に都市

の緑化を取り戻すことが大きな課題と言われて

いる。

　その中で、日本が世界に発信してきた理念で

ある「自然と人間の共生」に対して、今回トル

コは「花と子供達」というテーマを設定した。

　我が国は、今回の博覧会において、将来世代

に伝えるべき緑豊かな生活（自然）を「花」と

捉え、将来の世代（人間）を「子供達」と捉え

たトルコ側に対して、花・自然と未来ある人々

（子供達）がどう向き合うか、その接点をどう

創造するかを、表現していくことが大きなポイ

ントと考える。
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２- ４．展示会場

（１）展示ゾーニングについて
　基本的に、正面で視線を集める「アイストップ」と次に角を曲がるときに視線が広がる「ビスタ」

を用いた展示手法とし、様々な角度で楽しんでいただけるよう工夫した。

テーマスタンド

花の座
花庵

（はないおり）

花き展示

スタンド

いけばなスタンド

情報発信

コーナー

メインスタンド

コマーシャル

コーナー

インフォメーション

　テーマ設定については、「都市化における自

然と人間の結びつき」を未来に向けて創造する

ことを表現するものとし、世界に誇れる花きと

花き文化を育んだ「日本の自然観」その原点に

立ち返り、日本人の自然との共生の営みを紹介

し、「未来の子供達」につなげていくものとした。

　日本は、江戸時代の長く平和な時代において、

世界に類を見ない大衆園芸文化が栄えた歴史を

持つ国である。

　人々は子供の頃から、街角で植木や花々に触

れ、自然の中で植物や生き物に接し、節句や節

季などに見る様々な文化を育み、自然の営みの

尊さを学んできた。

　もちろん「いけばな」「植木」「盆栽」などもっ

と古くから栄えてきた園芸文化もあるが、園芸

文化が広く大衆に普及し栄えたという観点で

「江戸時代」を取り上げて展開する。

　江戸時代から現代そして未来へ、それは 400

年以上にも及ぶ自然と人間の深い営みの継承で

ある。

　その中には都市化が進む現代の人々にとって

も様々なヒントが存在し、未来の子供達に継承

するべき自然との関わり方がある。

　これらの考え方をもとに、日本の季節を連想

する３つの季節テーマを設定し、日本の園芸技

術と花文化を広く伝えていくものとする。

■季節テーマ

春：花見小路

夏：輝きの祭

秋：百花繚乱
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（２）展示構成について

　テーマスタンド（20㎡）
・政府展示として、日本への迎客の場として位

置付け、日本への玄関としてのしつらえを行う。

・その時期の展示テーマを象徴するものとする。

　いけばなスタンド（６㎡）
・政府展示として、古典的な作品から、現代的

な作品まで、日本の美意識を表現するいけばな

展示とする。

　メインスタンド（50㎡）
・政府出展テーマ展示や自治体等出展の場とし

て活用し、日本独自の花文化と多様な表現を可

能とするフレキシブルなしつらえとする。

　花き展示スタンド（20㎡）
・日本の軒内のイメージした空間とし、品種コ

ンテスト出品花きの背景に相応しい場とする。

・新品種の紹介・日本産花き等を紹介する場と

して活用する。

　花の座・花庵（35㎡）
・花にまつわる生活の道具、茶道、生け花、演

奏など日本の文化紹介や催事の場として和室を

用意し、参加型出展にフレキシブルに対応する。

・トルコを始め、子供たちへの花き消費拡大事

業の場として、花育ワークショップを開催する。

花きの需要拡大を目的とした花育の概念をトル

コや欧州・中東地域の花き業界に対して広く紹

介し、その理解者に各国の花育リーダーとなっ

てもらい、さらに広く拡大させる。

　情報発信・コマーシャルコーナー（30㎡）
・ハーネスゾーンを用いて、日本の多様な気候

風土と高度な育種技術による「多様な生産品目

と輸出促進への取組み」を展示

・年間における「花の歳時記」や盆栽などに見

る日本独自の美意識を映像等を用いて紹介する

・日本とトルコの交流紹介、トルコへの感謝を

伝える展示等を行う。

２- ５．展示スケジュール
オールジャパンで臨む出展参加しやすい環境づくり

　日本出展全体を統一したデザインで、展 示

装飾の調整を行う。出展スケジュールのうち、

メインスタンドは、 各季節テーマの開始時に、

日本を代表する花き芸術デザイナーの協力の

もと、政府展示として 3週間を基本枠とした

展示を検討。その後に、一般出展枠として約 2

週間ごとの展示枠を想定し、募集調整を行う。

　エントランススタンドは統括プロデュー 

サーにより、季節の展示を行って頂く。

　いけばなスタンドは日本を代表するいけばな

の流派に各季節を代表する花材などの展示を

行って頂く。

　なお、メインスタンドの一般出展の日程及び

期間テーマは、出展者の希望に基づき事務局と

の相談を経て実際の日程及び期間テーマを決定

していくこととなる。

２- ６．各種催事
　基本方針に基づき、日本の伝統的な園芸文化

を紹介し、諸外国との相互理解を深めるととも

に、日本の花き等園芸文化を通じ楽しんでもら

えるプログラムを実施する。

①オープニング
●日本国政府出展オープニングセレモニー

　日本国政府出展のオープニングとして、「屋

内出展会場」でのテープカット式典等を行う。

●日本国政府出展オープニングレセプション

　博覧会場内にて関係者をお招きし、レセプ

ションを開催する。トルコ側の事務局長レベル

の出席を要請すべく、早めの調整を行う。レセ

プションでは、日本の花のパフォーマンス

を披露し楽しんでいただく。

②ジャパンフェスティバル
　博覧会が設定する我が国のナショナルデーに

合わせ、これを含む約４日間をジャパンフェス
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をはじめトルコでご尽力いただいた方々を可能

な範囲で招待し、開催する。

④意見交換会
　ジャパンフェスティバル期間中に、トルコを

始めとする中東・欧州地域等の花き関係者を対

象に、今後の国産花きの輸出拡大を視野に入れ、

日本の花き業界とのビジネス意見交換会を開催

する。

　テーマは「花きの多様性」と「都市緑化」と

し、ビジネス機会の創出を図る。

２- ７．商業的活動
オールジャパンで臨む出展参加の環境づくり

　今回の屋内展示にはメインスタンドの花き展

示者にご利用頂ける「コマーシャルコーナー」

の設置を検討する。

　コマーシャルコーナーでは、下記のような展

示、サンプリング、販売などを検討し、地方自

治体や企業、団体などが予算措置しやすく、出

展参加しやすい環境づくりを行う。

①農林水産物の輸出拡大のための PR
　　「和食」のプロモーションを加速するため、

花きの展示だけでなく、広く農林水産物の展示

や試食、販売なども検討する。

②観光の PR
　　「インバウンド」の観光プロモーションを

加速するため、花きの展示だけでなく、博覧会

の趣旨に照らして可能な範囲で地方自治体の観

光プロモーションにも利用していただけるよう

検討する。

③ものづくりの PR
　クールジャパンの「ものづくり」プロモーショ

ン施策に対応するため、花きの展示だけでなく、

企業や団体による「伝統工芸」、「トルコに進出

している日系企業の製品」などの展示なども博

覧会の趣旨に照らして可能な範囲で検討する。
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ティバルと称し、日本文化の紹介をはじめ日本

産園芸品や園芸文化を紹介し、展示の効果を高

めるイベント等を開催する。

●ジャパンデー セレモニー＆アトラクション

（トルコ政府主催・日本側演者出演）

　日本の要人を招き、トルコ側の主催で開催さ

れる政府式典。トルコ側の式典構成をもとに調

整を実施。日本の文化紹介プログラムとして、

圧倒的なパフォーマンスを披露する。

　東日本大震災の救援に対するトルコや世界

への感謝の意を表現するものとする。

●日本国政府ジャパンフェスティバル レセプション

（日本国政府主催）

　日本側の答礼レセプションとして、トルコ側

の政府または博覧会事務局長などを招待し、レ

セプションパーティを開催する。

●日本国政府ジャパンフェスティバル イベント

（日本国政府主催）

　ジャパンフェスティバルはジャパンデーを

含む４日間程度の開催を想定。ボランティア

を含む日本からの参加のほか、現地在住日本

人、トルコ人学生等の協力も得て、いけばな、

フラワーアレンジメント、花にちなんだ書道、

折り紙などを実施する。

●意見交換会（日本国政府主催）

　トルコをはじめとする中東・欧州地域等の花

き関係者を対象に、今後の国産花きの輸出拡大

を視野に入れ、日本の花き業界との意見交換会

を開催する。

③クロージング
●日本国政府クロージング セレモニー

　日本国政府のクロージングとして実施する。

展示会場では、アトラクションやワークショッ

プを実施し、感謝の意を表すとともに、本出展

にご尽力いただいた方々に可能な限りご来場

いただき、セレモニーを行う。

●日本国政府出展クロージング レセプション

　会場内のミニパーティスペースにて関係者



- 58 -

２- ８．統括プロデューサーの役割・資質
　オールジャパンのテーマ性を表現するための

統括プロデューサーを配置

　日本としての「屋内展示テーマ」をすべての

参加者にご理解いただき、出展の整合性及び

屋内展示会場の統一感を保つため、統括プロ

デューサーを配置する。

　統括プロデューサーは、出展説明会で出展の

コンセプトを説明するとともに、各出展者の出

展計画について、展示デザインを事前に確認し、

助言する等の役割を果たすものとする。この助

言は、各出展者の独創性や創造性を尊重しつつ

も、6ヶ月にわたる日本としての展示を共通の

展示テーマの下に導くためのものとなる。

　博覧会協会等との調整が必要な事項など、統

括プロデューサーは今後設置される現地事務局

との情報交換も行いながら調整を図る。また、

統括プロデューサーの補佐役を現地に配置す

る。

　統括プロデューサーには、次の資質が求めら

れる。 

1) 我が国の花き事情に精通していること 

2) 国際園芸博覧会におけるデザイン / プロ

デュース経験があること 

3) 花き分野の国際的な競技会等での活動実績

( 上位入賞等 ) があること 

4) 各出展者との調和を図れること

２- ９．専門スタッフの配置
花の取り扱いに精通した専門スタッフの確保

　花き業界から花の取り扱いに精通した花き専

門スタッフを募集し、展示会場の運営・管理を

適切に行う。

　基本的な業務としては、花き輸送の受け入れ

や、植物管理 ( 水揚げ、保冷管理、養生管理な

ど )、 コンテスト業務 ( 申請登録、審査用花き

展示、コンテスト結果集約、記録報告など )、

展示入れ替え業務、花育ワークショップ運営な

どとなる。

２- １０．出展募集計画
出展者募集の考え方

　花き業界が集まるイベントや展示会等に合

わせて情報発信を行い、自治体や企業 ( 在トル

コ日系企業を含む ) などの出展者候補や生産者

などの出品者候補への出展勧奨アプローチを行

う。

　また、メインスタンドの出展については、出

展期間のテーマを設けて出展して頂きやすい展

示スケジュールの提案を行う。なお、募集の際

に提示する日程及び期間テーマは、例として示

すものであり、出展に際しては、出展者の希望

に基づき事務局との相談を経て実際の日程及び

期間テーマを決定していくこととなる。

２- １１．輸送
　出品者負担の少なくリードタイムの短い輸送

を実施する。コールドチェーン輸送実現のため、

すべて航空便で乗り継ぎする方法と、 イスタン

ブールから保冷トラック輸送で会場まで輸送す

る方法について、切り花の輸送として最善の選

択を行う必要があり、今後試験輸送などを行い

検討する。

２- １２．コンテスト
　今回の基本方針では、「花き等園芸産業の振

興」が最重要課題とされており、その具体的方

策として世界最高レベルの我が国の新品種育成

力の裾野の広さや栽培技術の紹介、輸出が期待

できる品種の展示や商談機会の提供等により、

我が国園芸産品・園芸技術の国内外での評価向

上と内外需要の拡大を目指すこととしている。

　このため、品種コンテストへの優良品種の積

極的な出品を募り、数多くの金賞を獲得するこ

とを目標としている。
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②トルコ等の花き業界関係者に向けた海外広報　
　日本の高品質で多様な花きや日本の花き文

化の紹介と商談の機会創出を目的とし、日本の

多様な花きや育種技術、また様々な日本の花き

文化、コンテストの結果、主な花きの商談窓口

の紹介を行う。

③トルコ及び世界からの一般来場者に向けた海外広報
　日本の屋内出展の魅力紹介や日本の園芸

ファンの拡大を目的とし、屋内展示スペースの

展示内容やスケジュール、イベント情報、花育

の概念、ワークショッププログラムの紹介を行

う。

④日本国内の一般に向けフィードバック広報
　日本の花きと花き文化が世界に誇れる高い

レベルであることやトルコと日本の友好的な

絆について紹介することを目的とし、国際コン

テストでの高い評価結果や日本の園芸文化の

素晴らしさを紹介する。
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①幅広くきめ細かい出品要請
　全国の生産育種者、種苗会社、試験研究機関

等に出品要請を幅広くきめ細かく実施する。

②植物検疫・輸送に関するアドバイス
　植物検疫や輸送に関して、アドバイスを行う。

③コンテスト基準等に関する情報提供
　国内外ではコンテストの評価基準に違いがあ

ることから、現地のコンテスト方法や基準等に

ついて事前に情報収集をし、出品者に情報提供

を行う。

④効率的なコンテスト登録申請手続きや審

査準備の実施
　専門スタッフの協力を得て、会期中の登録申

請手続や審査準備を的確かつ効果的に行う。

⑤コンテスト結果をフィードバックし国内

外の花き業界関係者に情報を発信
　コンテスト結果は、英語版・日本語版のリリー

ス等を作成し、国内外の業界関係者に向けて発

信する。

２- １３．広報

①日本の花き業界関係者に向けた国内広報
・展示出展者

　一般出展者の募集や世界への日本の花き文化

の普及・振興を目的とし、展示出展の募集広報

や屋内展示スペースのデザインを国内外へ情報

発信する。

・花き出品者

　花き出品者の募集や日本の高品質な花きをト

ルコ及び世界へ紹介することを目的とし、出品

の募集広報やコンテスト結果などを国内外へ情

報発信する。

・催事参加者

　花き文化を紹介する催事参加者の募集を目的

とし、屋内展示スペースでの催事参加などに関

する募集広報を行う。
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（資料）　「２- １０．出展募集計画」

　出展勧奨のための期間テーマの提案
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